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【改訂前】

1-（４）-イ-（ク）

【改訂後】

1-（４）-イ-（ク）

○

【改訂前】

1-（４）-キ-（オ）

ｂ

ｃ

【改訂後】

1-（４）-キ-（オ）

ｂ

ｃ

　また、同一入札日であっても当該工事が施工体制評価において積算内訳説明書の提出を求める
必要があり、積算内訳説明書の確認・審査後でなければ施工体制評価点が確定しない工事（以
下、「提出対象工事」という。）がある場合は、先に提出対象工事以外の工事を整理番号順に判
断し、その後、提出対象工事を整理番号順に判断する。

上記bのうち当該工事が施工体制評価において積算内訳説明書の提出を求める必要があり、積
算内訳説明書の確認・審査後でなければ施工体制評価点が確定しない工事（以下、「提出対
象工事」という。）となった場合は、先に提出対象工事以外の工事を整理番号順に評価値を
算出し、その後に評価値を順出する。

　入札当日複数の入札がある場合については、総合評価方式以外の工事番号順を優先し、続
いて総合評価方式の工事番号順に評価値の算出を行うものとし、当該工事において落札予定
者となった者について、当該工事より前の工事番号の入札で落札予定者となっている場合、
その契約予定金額を分子に加え評価値を算出する。なお、入札公告・契約等が年度末から次
年度当初となる工事の入札が、入札当日複数がある場合においても、評価値の算出方法は、
同様に扱う。

上記bのうち当該工事が施工体制評価において積算内訳説明書の提出を求める必要があり、積
算内訳説明書の確認・審査後でなければ施工体制評価点が確定しない工事（以下、「提出対
象工事」という。）となった場合は、先に提出対象工事以外の工事を工事番号順に評価値を
算出し、その後に評価値を順出する。

　入札当日複数の入札がある場合については、総合評価方式以外の工事番号順を優先し、続
いて総合評価方式の整理番号順に評価値の算出を行うものとし、当該工事において落札予定
者となった者について、当該工事より前の整理番号の入札で落札予定者となっている場合、
その契約予定金額を分子に加え評価値を算出する。なお、入札公告・契約等が年度末から次
年度当初となる工事の入札が、入札当日複数がある場合においても、評価値の算出方法は、
同様に扱う。

各種字句の訂正

落札者決定基準 新旧対照表（適用Ⅰ・Ⅱ共通）

（中略）

　なお、先行する工事とは、入札日の早い順（同一入札日に複数申請している場合は、工事番号
順で判断することとし、評価点事後審査方式を含むものとする。

　また、同一入札日であっても当該工事が施工体制評価において積算内訳説明書の提出を求める
必要があり、積算内訳説明書の確認・審査後でなければ施工体制評価点が確定しない工事（以
下、「提出対象工事」という。）がある場合は、先に提出対象工事以外の工事を工事番号順に判
断し、その後、提出対象工事を工事番号順に判断する。

　なお、先行する工事とは、入札日の早い順（同一入札日に複数申請している場合は、「入札公
告」別紙、整理番号に記載されている番号順（以下整理番号順）で判断することとし、評価点事
後審査方式を含むものとする。

（中略）

各種字句の訂正



【改訂前】

・ 学卒者

・ 離職者

【改訂後】

・ 学卒者

③ 雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業主通知用）の写し

　※氏名等に変更があれば、変更内容を確認できる書類を併せて提出して下さい。

・ 離職者

③ 雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業主通知用）の写し

　※氏名等に変更があれば、変更内容を確認できる書類を併せて提出して下さい。

【改訂前】

・入札参加者には、下記の１～３のいずれかの書類の提出を求める。

２．雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業主通知用）の写し及び出勤簿の写し。

【改訂後】

・雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業主通知用）の写し及び出勤簿の写し。

３．雇用保険被保険者資格喪失確認通知書の写し及び雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業
主通知用）の写し

落札者決定基準 別表イ「新規の雇用」【その他】 新旧対照表

③  健康保険被保険者証の写し又は（様式第４号）雇用保険被保険者資格喪失届氏名変更届＋
雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業主通知用）の写し

③  健康保険被保険者証の写し又は（様式第４号）雇用保険被保険者資格喪失届氏名変更届＋
雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業主通知用）の写し

落札者決定基準 別表イ「高年齢者継続雇用」【その他】新旧対照表

１．健康保険被保険者証の写し及び雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（事業主通知用）の写
し。


